
現在の運営方法

内線

２　施設の役割
(1) 設置目的

(2) 設置当初の状況

(3) 施設を取り巻く現状

３　施設の概要

◇入園料・利用料等　　　（円） ◇利用時間（休館日）

金額

４　施設における実施事業

当該地域の開発や宅地化が進んだことにより多々良沼の水質が悪化し、希少種の絶滅が危惧されてい
た。また、市内外や県外からも多々良沼の自然を求めて足を運ぶ人が増加し、自然環境及び希少生物の
保護、育成が求められる状況であった。

多々良沼公園には、沼と、沼を囲む緑の中に多くの植物や動物が生息していて中には多々良沼だけに自
生している植物もある。公園の整備完了に伴い、貴重な自然と触れあうことができる公園として、県内外
の人に利用されている。近年は外来種植物の増加やハスの繁茂による水質の悪化が懸念されている。

設置年月日
平成20年(自然ふれあいエリア)･平成22年度(いこいと花のエリア)･平成２７年
度(野鳥と湿原エリア･たたらの杜エリア開設)

敷地面積（所有者） 98.0ha（群馬県）

貴重な生態系を残す多々良沼周囲の自然豊かな環境の中で、県民が自然との共生を行うことを目的に
設置している。また、子供から大人まで幅広い世代が参加できる環境保全活動・環境学習の拠点の役割
も担う公園として設置している。

公の施設のあり方検討結果個表

施設の名称 多々良沼公園

所在地 館林市松沼町外３０－１０

所管部局・課 県土整備部都市計画課 □直営　　■指定管理者

担当係 公園緑地係 3663

１　施設の設置根拠（法律、条例等）

都市公園法、群馬県立公園条例

区分

利用時間：利用時間に制限を設けていない。
休館日：休館日は設けていない。

一般

大学生・高校生
無料

主な施設（床面積、階数等)
ボランテｲアセンター(226.91平方メートル・木造１階建)､広場(8,850平方メート
ル)､池(3,531平方メートル)・園路（沼一周5,670ｍ･トイレ4棟･駐車場8箇所170
台

建設費

備考

3,420,000千円

・物品販売（植木・野菜の即売会・焼き芋販売）
・自然観察（ウオーキング教室・ミニ自然観察会）
・工作教室（コケ玉教室・ミニ門松教室）
・青空ヨガ教室
・野鳥観察（県民探鳥会・野鳥観察会・邑楽館林地区市民探鳥会）
・ネイチャーゲーム　・ザリガニ釣り大会　・フォトコンテスト　・クリーン作戦　・ハンモックづくり教室



５　管理運営コストの状況 （千円）
令和元年度

（当初計画額）
平成30年度
（決算額）

平成29年度
（決算額）

平成28年度
（決算額）

平成27年度
（決算額）

1,600 2,132 2,060 2,030 18

使用料 1,600 2,132 2,060 2,030 18

40,500 40,500 9,100 5,551 325

指定管理料 32,500 33,000 － － －

修繕費 8,000 7,500 9,100 5,551 325

▲ 38,900 ▲ 38,368 ▲ 7,040 ▲ 3,521 ▲ 307

◇指定管理者の収支状況（指定管理業務に係る部分のみ） （千円）
令和元年度

（当初計画額）
平成30年度
（決算額）

平成29年度
（決算額）

平成28年度
（決算額）

平成27年度
（決算額）

33,760 34,193 － － －

指定管理費 32,500 33,000 － － －

利用料金 141 － － －

雑収入 360 362 － － －

自主事業収入 900 690 － － －

33,760 33,940 － － －

人件費 11,000 7,030 － － －

維持管理費 19,200 22,694 － － －

事務費 1,000 2,089 － － －

修繕費 300 157 － － －

その他（租税等） 1,360 1,533 － － －

自主事業費 900 437 － － －

0 253 － － －

６　職員の状況（各年度４月１日現在） （人）

令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

44 43 － － －

14 14 － － －

58 57 － － －

支　出（②）

区　　分

歳　入（①）　

歳　出（②）　

歳入・歳出の差額（①－②）

歳入・歳出の主な増減理
由

H28～30は照明修繕のため経費がかかっている。
また、H30以降は、指定管理者制度の導入に伴い、指定管理料がかかってい
る。

※　施設の管理運営に係る県の歳入・歳出

区　　分

収　入（①）

収支（①－②）

歳入・歳出の差額、収支
の主な増減理由

※　指定管理者の指定管理業務に係る収支

常勤職員

非常勤職員

合　　計



７　施設利用の状況

令和元年度※ 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

465,000 447,620 － － －

有料利用者数（人） － － － － －

無料利用者数（人） 465,000 447,620 － － －

465,000 460,000 － － －

－ － － － －

８　必要性及び管理運営方法についての方向性

区
分

施
設
の
必
要
性

業
務
等
の
見
直
し

施設稼働率（％）

区　　分

年間利用者総数（人）

目標利用者数（人）

　県立都市公園は一つの市町村を越えた地方生活圏域等の広域的な利用者を対象として、総合的
に判断し配置するとともに、広域的な集客が図れる施設を設置する。具体的には、県内最高規格の
運動施設を有する運動公園、家族がふれあえる最大級の多目的広場や遊具を有する公園、県を代
表する芸術や歴史、自然を楽しむための公園を県が設置・管理している。
　多々良沼公園は、貴重な生態系を残す多々良沼周囲の自然豊かな環境の中で、県民が自然との
共生を行うことを目的に設置しているものであり、子供から大人まで幅広い世代が参加できる環境保
全活動・環境学習の拠点の役割を担う県内随一の公園でもあるため、群馬県が施設を有する必要
性がある。

・管理・運営をより効果的に行うためには、指定期間を現在の３年から５年に延長することについて検
討する必要がある。

稼働率対象施設（設備） －

利用者の主な増減理由 夏の猛暑の影響により、目標値に対して若干少ない実績であった。

※　見込数又は途中実績

内　　　　　容


